
議
場
探
ぷ
薄
手
。
得
議
す
す
主

1
3

を
番
号

j
語、

;
1
3
3
是
認

3
i
v
u
g点
3場
r
p
S
3議
議
選
毒
殺
鍾
翠
轟
護
婦
塑
吉

宛

行

所
大

能

行

人加

藤

田

刷

所
新
い
ば
ら
き
タ
イ
ム
ス
枇

T
E
L
水
戸
⑧
五
一
一
一
八
(
伺
)

勝
穣
を
麗
け
る
揮
命
必
ず
保
融
鰹

を
持
番
し
ま
し
ょ
向
コ

も
し
病
一
摘
に
な
り
監
部
の
診
療
を
受
け
る
よ
う

な
揚
舎
は
、
保
険
証
ハ
被
保
険
者
証
)
を
必
ず

病
院
、
診
療
所
の
窓
口
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

医
療
費
の
一
部
を
支
払
ぷ
パ
だ
け
で
、
必
要
な
一

切
の
保
険
診
療
を
受
け
る
と
と
が
出
来
る
わ
け

で
す
。

保
隙
盤
の
提
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
金
額

購
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
持
欝
し
て
窓
口
へ

提
出
し
診
療
を
彊
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

(
保
関
課
よ
り
)

第 3 4号

生
れ
変
る
祝
町
小
学
校

揚

観

町

軍事

鋪 34帯

満

ー
工
費
一
千
一
一
一
百
四
十
万
円
で

印

当
町
立
割
前
小
学
授
は
、
関
治
二
十
一
三
目
下
型
積
麹
盟
税
法
会
社
の
手
に
よ
っ

符
徳
川
さ
ん
の
ヒ
エ
警
改
還
し
ず
倉
一
て
つ
義
も
号
、
年
度
内
震
を
め

繍
一
て
争
世
~
も
の
で
あ
一
る
と
い
わ
れ
て
い
一
ざ
し
て
簸
設
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す

倒
玄
て
そ
う
す
る
と
お
よ
そ
七
十
五
年
一
生
態
勿
習
を
、
(
売
の
会
も

噌
一
帯
ι
過
ぎ
て
い
ま
す
。
か
ね
て
か
ら
地
元
一
ど
ん
な
に
か
完
成
の
日
を
待
ち
わ
び
て

村
一
関
室
よ
り
郭
を
建
て
寓
し
て
ほ
し
一
い
る
乙
と
で
し
ょ
。

竺
い
と
強
く
要
望
さ
れ
℃
い
を
弟
、

bu
一
一
一
一
十
九
年
患
L
い
よ
い
よ
改
築
を
実
施

融
一
ず
る
こ
と
に
昔
、
議
題
武
装
』
き

1
一
上
り
ま
し
た
の
で
、
去
る
十
一
一
月
一
一
十

一
七
日
記
王
山
を
行
い
、
盟
国
間
に
と
D
か

一か
hu
ま
し
た
。

一
一
期
校
舎
は
銀
筋
コ
ジ
グ
D
1ト
造
h
uイ

一
日
夕
ス
タ
1
仕
上
げ
二
階
麺
で
、
濁
送
致

一
間
尚
一
ハ
教
壇
-
胸
部
教
間
同
二
教
箆
の
ほ
か

一
健
所
な
ど
の
附
廃
家
伊
ぶ
ロ
め
時
問
題
却
二

一
O
一m
H
、
総
工
事
費
一
、
三
四
一
方
同

一
で
す
。

躍

昭準
春闘み
盟組
十
年
を

藤え
て

、

清

H
H
H
 

も
M
M

麺
静
レ
て
隠
れ
￥
、
乙
の
兜
成
と
と
も
に

夜
間
択
町
内
の
麹
長
を
す
す
め
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

間
私
達
は
昨
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
毎
年
行
わ
れ
る
、
閣
の

予
算
獲
得
運
動
の
た
め
毎
日
変
伐
の
日

簡
を
定
め
、
誠
会
織
田
門
会
員
火
の
玉
と

な
っ
て
週
日
上
京
レ
、
潟
湾
、
原
伽
、

路
島
線
得
を
中
心
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。
昭
和
四
十
年
度
は
階
筒
、
原
研
と

も
に
予
算
が
増
大
さ
れ
間
開
設
が
}
取
と

飛
顕
ず
る
年
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。

特
に
鹿
島
線
の
具
体
化
は
本
年
度
の
重

要
課
題
と
な
り
ま
し
ょ
う
む

私
途
は
こ
う
し
た
慢
勢
に
対
応
し
、
一

長

町

忌喜子盟会23雪
景民一主義毛主自由主
腎丈堅手品量害程 E苦

手時叫をす毛主
主主問主戸町広強 量
喜久三塁皇室手空軍警 こ
警手丞音需君。 U;襲混 と

吃言語詰521七
奈翠主君写量是手 十

詳時号車習 同

院議2言星空 扇
露季語会実主可 築
宅 。 管 高 塁 王 道 建築途上の混濁

書官記長i鴎131i寒i軒下告書塁綿密 iiZ知事ijR室 温
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日
も
恩
〈
町
の
体
制
を
整
え
、
そ
の
盤

備
を
図
っ
て
ゆ
か
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
先
日
佐
藤
首
績
が
楽
町
さ
れ
、
私

も
お
め
に
か
か
っ
て
町
の
情
勢
を
貌
闘

い
た
し
ま
し
た
が
、
六
前
は
今
後
ま
す

ま
す
脚
泊
を
浴
び
る
こ
と
と
穆
じ
ま

す。視
目
、
一
戸
毎
に
盟
て
ら
h

叫
へ
ん
ぽ
ん

と
し
て
敵
へ
る
日
の
丸
の
あ
の
純
潔
と

真
心
が
志
っ
て
ζ
と
し
も
町
民
の
留
さ

ん
と
共
に
前
進
を
図
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
終
hu
に
新
し
い
年
が
皆
さ
ん
の
御

家
庭
に
と
っ
て
御
多
惑
の
年
に
な
る
よ

う
心
か
ら
祈
hu上
げ
ま
す
。

新
ら
し
き
年
苛
迎
え

よ
り
よ
き
町
づ
〈
り
に
遇
進

町
民
の
皆
手
ん

あ
一
程
昭
和
四
十
告
書
道
ぇ
、
心

一
か
ら
御
調
宮
を
市
よ
げ
ま
す
。

一
昨
年
そ
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
)
町
の

一
盛
業
回
、
あ
る
い
は
観
品
川
出
に
お
い
て

お
一
は
、
逐
択
開
票
す
す
み
、
ま
た
霊

一
怒
備
の
国
に
お
い
て
も
、
開
源
難
を
寛

一
服
し
て
絶
え
ず
努
力
を
続
げ
て
参
D
ま

一
し
た
。
特
に
心
配
し
て
お
っ
た
災
笥
も

哲
一
色
ヤ
け
陀
較
的
平
穏
な
足
ど
り
を
辿

-hvま
し
た
こ
と
は
よ
ろ
こ

qL

恥
与
え
ま
ぜ
ん
。

一
現
在
や
っ
て
お
り
ま
す
町
の
事
業
は
、

一
大
体
択
の
よ
う
な
も
の
で
あ
幻
ま
す
。

日
翼
翼
の
拠
点
で
あ
る
大
税
制
聞
の
題

。
一
喜
一
一
平
九
年
度
国
補
、
単
県
合
計

7

4
E
一
億
二
千
万
里
南
防
護
室
長
T
事
一

月
一
選
宮
れ
て
す
、
年
度
内
に
は
間
一

4
E
一
「
パ
ラ
ベ
ッ
ト
」
の
継
塑
事
と
一
万
一

年
一
二
千
平
方
米
の
鐙
立
て
工
事
が
一
お
れ
一

。
一
る
予
定
で
あ
D
ま

す

。

一

等
一
藤
僚
の
方
は
い
よ
い
よ
昨
年
士
一
月
中
一

ト
一
旬
、
敷
地
内
の
盛
期
と
活
協
同
間
関
工
事
一

周
」
が
佐
藤
一
錨
翠
棄
の
手
に
よ
っ
て
は
じ
一

昭
一
め
ら
れ
、
毎
日
「
プ
ル
ト
ー
す
』
」
が

一
幅
削
附
し
て
お
り
ま
す
。
道
路
は
役
場
前

一
か
ら
東
知
合
に
滋
ず
る
県
遇
、
耐
山
道
の

)
一
一
間
接
T
事
が
決
定
し
、
視
町
小
学
校
の

よ
襲
T
喜
び
前
原
山
L
麗
問
中
の
町

(
ふ
営
住
宅
十
七
戸
と
と
も
に
、
何
れ
も
今

雄

質実

貫

大

大
洗
町
議
会
議
長

海湾葉蓋設の順調な滋渉、大前原研建設替手、fFCとに増加する観泊客、こと

しの裁が大洗町は更に大きな前進をするであろうことが期待されまず。

昨年 11月 3臼文4tの日をトし大涜IHT誕生 10周年記念行事が盛大に挙行さ

れました。

昭和40年が摺滋大涜lIlJの闇期的な年でありますよう、町民留さん方の一層

の御変援御億三十をお好'0申上げます。

士
ま
し
た
潜
湾
、
原
研
を
中
心
と
し
た
関

一
葬
計
画
は
こ
れ
を
一
致
と
す
す
め
る
と

一
と
も
に
、
都
市
計
圏
、
道
路
、
水
道
句

一
新
設
監
鋼
、
観
光
創
設
の
整
祷
克
実
、

一
学
校
溜
努
な
ど
の
薄
盟
事
業
に
は
精
一

一
杯
の
努
刀
を
続
口
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

一
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
に
加
え
て
い
わ
ゆ

-
る
社
会
開
局
を
す
す
め
る
た
め
、
町
営

ι
住
喝
の
問
問
問
、
し
尿
処
理
施
設
の
設

ぷ
菌
、
国
民
健
闘
隅
保
険
事
業
の
問
実
等
図

ニ
っ

τ行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

抑
制
年
お
め
で
と
う
と
ざ
い
ま
す
。

4

め
て
慌
盛
な
こ
と
と
、
町
行
政
運
営
の
一
均
衡
と
議
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
町
の

こ
乙
に
希
望
の
謝
替
を
迎
え
る
に
あ
た
一
よ
ろ
し
き
を
得
た
結
果
で
あ
る
と
忍
い
一
実
現
の
た
め
、
理
事
者
と
と
も
に
努
刀

り
、
町
民
各
位
の
御
渚
柑
佃
と
御
緊
回
同
を
一
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
町
民
の
福
校
を
一
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
α

心
か
ら
御
祈
り
雨
上
げ
ま
す
。
一
男
L
増
一
喝
し
、
町
民
ぬ
藷
り
安
定
を
図
一
府
民
の
皆
さ
h

L
は
、
町
を
愛
さ
れ
少

山
昨
年
は
我
が
大
前
間
誕
生
十
周
年
栓
迎
一
る
に
は
今
後
激
多
の
蜜
議
問
題
が
山
積
一
し
で
も
よ
hu
よ
い
住
み
よ
い
阪
づ
く
り

え
発
展
の
う
ち
に
越
年
す
る

ιと
が
で
一
し
て
お
り

J

ま
す
。
そ
の
解
決
を
図
る
こ
一
に
一
一
憾
の
御
協
力
の
ほ
ど
を
心
か
ら
お

き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
開
問
問
の
一
と
は
、
直
摂
前
政
に
参
画
す
る
私
鶏
に
一
闘
い
申
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

御
家
談
。
協
刀
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
一
線
せ
ら
れ
た
挺
務
で
あ
り
、
国
お
よ
び
一
年
の
は
じ
め
に
あ
た
り
、
鰯
患
で
あ
り

感
謝
ず
る
次
第
で
す
。
一
一
燃
の
漁
策
と
栢
俣
っ
て
、
町
開
放
の
飽
一
ま
す
が
間
協
の
ご
陥
没
同
申
し
述
べ
ま
し

設
が
六
洗
町
が
年
を
追
っ
て
鳴
思
し
一
図
旬
九
お
い
て
紋
大
の
到
突
が
あ
が
る
一
て
わ
た
く
し
の
と
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

式
ち
に
駿
戚
の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
一
ょ
う
努
刀
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
一
意
ず
。

る
こ
と
は
、
金
町
民
の
愛
町
胸
愉
仰
が
極
一
対
」
主
従
来
か
ら
当
町
で
進
め
て
ま
い
D
一

住
宅
不
思
の
解
消
ぜ、、、

/ 



で
き
辛
F
U
#
h

・C
の
氷
を
大
賞
地
区
、

機
関
減
区
串
令
』
は
る
ば
る
と
送
hu、
会

防
の
水
道
絡
を
図
る
前
回
で
す
。
そ
の

た
め
の
工
事
線
全
額
が
一
億
五
千
万
円

で
一
一
芳
年
で
完
成
す
る
予
定
で
す
。
乙

と
Eν
は
そ
の
二
年
目
で
五
千
九
百
万
円

の
事
業
績
が
き
ま
b
、
現
世
翼
滞
日
内

四
一
水
襲
の
繭
保
昼
、
義
人
開
設
会
一
の
掲
革
委

3
3っ

三
宅
町
内
各
地
の
地
下
水
調
事
微
量
に
浄
水
警
察
急
ピ
ァ

ド
一
の
絶
対
議
室
D
ま
す
。
一
き
を
た
が
、
年
々
喜
重
禁
制
摺
一
層
レ
て
行
い
、
聖
地
区
に
一
つ
重
一
チ
で
す
す
め
必
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
ほ

哲
一
遣
で
は
十
議
ま
え
足
F
に
さ
き
一
大
し
、
い
ま
宅
の
議
で
は
と
て
も
一
海
地
区
に
一
一
一
つ
の
察
室
調
幻
、
混
一
か
水
源
治
と
水
調
理
結
ぶ
葉
室

(
山
一
が
宅

m棄
著
書
レ
、
露
一
足
ら
な
く
な
っ
て
霊
長
。
一
佳
、
弐
万
石
の
水
高
保
す
る
こ
と
が
一
長
羊
一
回
禁
致
留
さ
れ
ま
す
・

8

年

一

.

よ

う

に

し

て

お

そ

く

も

関

警

警

仁

o一
五

香

水

道

徳

雪

道

る

予

定

で

4
一

一

あ

り

ま

す

。

和

住

民

の

警

ん

方

が

女

詩

な

議

の

昭

で

き

る

よ

う

、

町

で

は

華

人

な

予

算

を

家
人
し
、

ζ
の
実
現
の
た
め
一
意
努
力

そ
続
け
て
い
ま
す
。
留
さ
ん
方
の
心
か

ら
の
御
安
援
を
お
願
い
し
て
や
み
ま
せ

ん。

用地内道路の設定に着手

(2) 

全
町
水
道
化
、
実
現
め
ざ
し
て

浄
水
場
の
建
設
す
す
む

し、

景

内 幹線道路

ほとんど舗装化さる

町
の
諮
問
出
は
道
路
の
完
備
か
ら
1
1

一
ま
で
の
延
長
九
O
O米
の
舗
犠
伎
を
四

ど
乙
の
町
で
も
符
で
も
、
週
一
陪
の
盛
徳
一
一
一
O
万
円
の
γ
事
費
で
農
協
事
業
で
ほ

強
知
L
は
沢
山
の
費
用
そ
か
け
て
大
彊
市
境
成
し
、
習
も
ド
記
念
館
前
よ
り
ゴ
ル

わ
で
す
。
当
町
で
も
年
年
多
大
の
防
費
一
ブ
場
入
口
ま
で
の
八
O
O米
の
舗
装
を

を
負
担
レ
、
町
内
差
る
圏
、
娘
道
路
午
喜
六
O
O万
一
号
一
寝
室
で
こ

の
ほ
か
、
主
商
問
な
町
道
の
鱒
鞍
倖
L
金
一
と
し
の
二
月
一
杯
に
は
周
知
成
さ
せ
る
乙

カ
そ
注
い
で
き
葬
レ
た
が
、
乙
ん
ど
機
一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
e

演
地
区
ス
ル
ガ
ヤ
前
よ
り
問
、
記
念
館
一
変
の
殻
盛
期
は
勿
蹄
の
こ
と
、
大
鞠
方

会場伊 水場作業現

町

簡
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
オ
ー
ル
舗
装

の
滋
路
を
侠
溺
な
気
分
で
走
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
す
。

乙
れ
で
釘
内
の
主
要
な
町
、
県
道
の
舗

騒
は
大
体
努
了
し
だ
わ
げ
で
、
昭
和
四

+
度
初
ら
は
、
町
内
各
所
の
町
還
の

縛
蜘
酬
や
そ
忍
択
す
ず
め
℃
行
三
予
寝
』

ず
a

F 

昭
和
一
一
一
十
九
年
度
共
同
寡
金

皆
さ
ん
方
の
御
協
力
で

昨
年
度
実
情
を
上
廻
る

昭
和
三
十
九
年
度
熟
間
募
金
は
昨
年
二
川
口

興一一一一一
3

0

0
円
宍
不
一
一
一
七
%
)
蒜
翻
一
郎

作
一
よ
り
本
年
一
菜
、
一
七
五
円
ハ
君
事
前
八
の
一

段
一
二

δ
き
一

0
・
A
一
一
%
上
回
る
好
一
永
町
七
区

別
一
成
欄
を
も
っ
て
懸
J

い

た

し

ま

し

た

。

一

間

欠

け一
ζ
れ
は
町
民
の
皆
様
と
奉
仕
者
で
あ
る
一
羽
神
町
十
区

鹿

一

一

関

神

防

七

回

引
一
嘱
艶
員
各
伎
の
深
い
御
理
解
と
御
惨
刀
一

道

一

一

等

袋

五

区

山
一
の
た
ま
も
の
と
袈
市
川
よ
り
感
謝
い
た
し
一
南
清
水
二
区

U
一

て

お

り

ま

す

。

一

朗

神

町

一

ハ

区

川
一
こ
の
共
同
募
金
ほ
県
内
の
老
人
ホ
T
ム

一

隅

・

都

現

一

一

上

宿

三

回

1
一
心
身
聞
智
者
収
務
勉
盟
、
用
意
瀞
酬
明
加
一

一

一

永

町

三

区

一
閥
、
保
育
所
、
母
午
法
1
ム
、
更
生
保
一
タ
十
二
匹

一
朝
間
瀦
閤
等
の
民
間
の
社
命
摺
任
事
業
に
一
議
前
一
区

一
要
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
温
か
い
蓄
一
汐
ケ
丘
住
宅

一
が
大
差
出
売
を
績
ん
で
お
り
昨
年
の
統
一
一
了
目
五
区

一

一

成

田

一
葉
舎
の
共
闘
募
金
線
開
四
千
百
万
一
北
清
水
一
匹

一
円
が
配
ぬ
さ
れ
ま
し
た
。
大
抽
出
町
の
町
一
間
神
町
一
一
一
の
上

一
内
む
と
の
募
金
結
果
は
択
の
と
お
り
で
一
舟
直
二
の
一

一

あ

り

ま

ず

。

一

9

こ
の
二

一

語

区

地

主

留

さ

ん

方

の

審

議

一

町

各

募

金

額

一

金

沢

町

四

区

一
協
力
に
去
、
用
地
の
取
得
も
ほ
と
ん
一
等
釜
八
区
一
一
三
五
ハ
O
円
一
義
町
十
一
白
一

一

ま

一

永

町

丸

図

四

J
一一四
0
9
一
一
丁
目
二
回

一
と
字
し
ま
し
章
子
力
研
究
所

F
一
等
鎗
九
区
五
、
二
一
一
一

7
支

周

一
昨
年
中
に
地
質
調
査
、
地
下
水
調
獲
の
一
精
一
山
一
一
「

0
0
0
9
一

千

務

一
た
め
の
乎
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手
し
、
気
象
一
帯
鍾
十
区
一
ニ
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三
七
0
9
一

角

一

四

区

一
観
測
堵
の
議
事
は
じ
め
に
、
喜
一

Z
十
}
区
一
ニ
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四
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7一
上

宿

一

、

一

等

釜

二

区

一

一

、

四

六

O
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一
柄
引
帽
町
十
一
区

一
号
し
か
も
糟
警
警
に
還
い
て

u一
す

町

一

一

区

四

、

王

o乙
南

清

戸

一

区

一
よ
い
よ
研
兜
所
の
建
甑
に
入
る
こ
と
に
一
矢
場
二
、
四
O
O
h
y
一

等

径

四

区

一

な

り

ま

し

た
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四
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一
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支
給
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一
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の
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八
一
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れ
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一
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渡
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区
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O
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一
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町
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区

な
一
プ
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こ
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一
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町
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一
一
寸
四
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クラブ挺主主~大喜びのおとしよりたち

おとしよりの皆さん

おしあわせに-

お
と
し
よ
り
の
皆
さ
ん
は
、
永
い
年
月

お
家
の
発
岡
田
の
た
め
、
お
子
さ
ん
遠
の

務
育
の
た
め
大
複
御
習
場
を
さ
れ
、
ま

た
地
明
社
会
の
m
四
回
閣
の
た
め
に
も
一
生

燭
命
つ
ぐ
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
お
と
し
よ
り
留
さ
ん
を
心
か

ら
穏
欲
し
、
健
全
で
明
ら
か
な
老
後
の

生
桔
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
、
昭
和
三

十
ハ
年
八
尽
に
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
老
人
福
祉
法
の
趣
旨
に
忍
き
、
大

淡
町
で
は
民
援
護
品
目
協
綴
会
や
、
磁
入

金
の
留
さ
ん
方
の
御
協
力
を
関
わ
り
、

昨
年
十
一
月
十
五
日
大
賞
地
区
磁
的
に

大
襲
(
会
長
佐
一
重
芸
ん
ほ
か
四

十
四
各
)
が
は
じ
め
て
挺

arν
、
つ
づ

ラ ブ 誕 生老人ク

い
て
東
桜
拍
区
、
現
谷
、
関
欠
、
百

縮
、
上
宿
、
下
宿
、
中
間
畑
、
失
調
朝
の
各

地
阪
で
み
ど
り
会
(
会
長
佐
々
川
久
太

郎
さ
ん
ほ
か
七
O
各
〉
が
誕
生
し
キ
や
u
e

た
。
括
合
式
や
制
連
会
な
ど
で
、
お
と
一

し
よ
り
の
皆
さ
ん
が
一
ケ
所
に
無
ま
り
一

眠
っ
た
D
、
腐
っ
た
り
し
て
心
か
ら
類
一

し
い
一
日
を
越
さ
れ
ま
し
た
。
一

こ
れ
か
ら
各
地
区
で
も
が
ミ
ぞ
〈
グ
ラ
一

プ
が
誕
生
ず
る
こ
と
と
思
い
ま
ず
が
、
一

住
民
皆
さ
ん
方
の
混
か
い
御
興
援
と
御
一

協
力
を
お
願
い
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
一

企
自
の
ク
ラ
ブ
の
締
成
に
当
り
各
地
区
一

民
生
袈
員
さ
ん
、
お
よ
び
綴
人
惜
の
留
一

さ
ん
方
の
御
協
力
に
対
し
深
九
お
柏
申
一

上

げ

ま

す

。
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